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　　　　　　　　　　　　太陽研究の新聯盟
　米噸ω元ヰルソン山天文塞長G・E・Hユle博士が分光太陽爲眞儀を釈明したのは1892

年のことであって，年末各地の天文奎が此の器械を使用して太陽の焔光窺眞を撮影し

てみることは衆知の事實であるし，我が日本でも，花山（大型）と三鷹（小型）と雨天丈

塁が数年前から止の種の槻測を導けてみる．しかるに，へ1ル博士は】930年頃より此

の分光太陽寓眞儀を更に考案し直して，Spech・heli。scope分光太陽鏡といふ新式の器

械を凝明し，之れを世界各國の天文塁に使用せしめて・太陽面の箪光親三綱を完成せ

んと勤めてみる・（天界第159號第349頁参照）米國よりの近着報によると，へ1ル氏の

此の逃避に参加して分光太陽鏡を設備した天3（塁は下記の通りである・
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　　　　　　　ギリシャ國アテンス天文毫と，南米と南阿に一ケ所づS設置される豫

想であるから，此の全世界聯盟は實に大仕掛けのものであることは喜ばしい・しかし，

例により，東洋方面は支那J）南京只一つであって，我が日本には全く何も豫想されて

るないのは遣憾至極である・

　　　　　　　　　　　　英國での24時制
　一昨年頃から保守・i義の剣閃内にも漸く24時制の西川に嘱する議論がやかましくな

り，議會で度々論議されたのみならす，詔所の學界や肚交界でもだん幽々之れをマジ

メに注意し，叉は賛意を表するに棄つたので，大英放逸協會British　Breadcasting

Cemp：uiyでは去Pしi刀221iか♂，試験的に総ての放途プロを此の24時制によって細行し，

一般耗會人士の反響如f可を見ること■したことは本誌にも報じた所である（天界第158
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賛否何れとも決定するに至らないといふ・英國上院では今年初以來二度も此の問題に

即して討論が行はれ，去る七月27日には1・・rd　Teinpelm・re氏が政府のために，12

時制纒績の外なきを説いたといふ・かくて，1919年以來　1・ord　Stoneh：　ven委員曾の

推薦あるに拘らす，英國民は今倫ほ24時制を公然採用するに至らない有様である・

　　　　　　　　　　　　煮干Bogosl即の出没

　北太李洋のアレウシヤンAleutian列島の一部に，ロシヤ人が始め1；・9・舶vと命名

した火山島がある・此の島は1768年に始めて洋上に現はれ，航海者は俗に之れをShip

Rockと呼んでみる．それから・1798年にも噴火して一巖が現はれたが，1883年には

　　　　　　　　　　　　　　　　隣りのGregwillk島に近くNcw　I二；ogoslav島が

　　　　　　　　　　　　　　　　　出來，次いで1888年には元のISogoslav島が波

　　　　　　　　　　　　　　　　　の下に沈んだといふ・1899年には此の邊一帯に
轟≦≠
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ボゴスラヴ島の噴火

大地震があって，一時，全部の島影を水中に浸

したが，其の後も度々攣化があった・1907年九

月1日頃は其の中のMcCullocll　I’eakといふの

が噴火して80km離れたUmlaska村に泥土や

土塊や灰を降らして恐怖を興へたが，1910年間

も亦一回噴火があった・1927年目米國ハワイの

火山學者　T．A．　Jaggar博士が観察した時は，

之れは軍に砂原に水蒸氣を吐くのを見た・氏は亦，中央に野水の湖を見た，其の湖の

水は700Fの温度であったといふ・去る1934年八月末・Bernard　I’lubbaTd師はEinar

Olsen氏を船長とする船Amelieに乗って此の邊を探陰し，叉々活溌なる噴火の模様

を見た・之れと同時に，去る1927年に海岸監覗船Northland號が此の島を測定して置

いた位置が，南へ4浬，東へ1浬偏してみることを知ったといふ・

　　　　　　　　　　　　　新元素の是非論

　本誌第162號口給に揚げた通りイタリや國のFermi氏は今年初め頃，ウラ＝ウムに
中性素neuLronを衝撃せしめて，原子番號93といふ菊〒元素を｛陵干したと螢表し，學界

に一大センセ1シヨンを起したことがある・此の新元素は牛生が13分時であると定め

られた・

　ところが，今1934年の夏チエコスロバキヤ國Joachimstal市の國立ウラ昌ウム・ラ

ヂウム研究所の所長Odolen　K・blic博士はピチブレンドといふ磯目の中から，之れ叉，

原子番號93といふ新元素を二見したと公表したので，杜會は驚いた・コブリク博士は

此の元素をBc．）hemiUmボヘミウムと命名した・

　この二人の螢坐した新元素が結局同じものであるか否か，．今年の學界を賑はす問題

であるが，Fermi氏はK・blic氏e）“llohemium”が畢寛タングステンであると出てみる・

　こ、に米國シカゴ大學のA・V・（；rosse及びM・Agruss爾教授は共に化郭者である

が，前記Fermi氏0）新元素に疑ひを持ち，種々實験研究の結果，途に原子風戸91の

Protoactin’umの一種の同位素がFenni氏のものと同じものであることを謹明した

由，physiCal　Revicw誌上に公表してみる・


